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論理的思考における束・群構造の発生と発達に関する

研究一（2）実験手続きおよび束・群構造の発生

　　筑波大学心理学系

杉　　原　　一　　昭

1．　はじめに

　杉原（1977）は，論理的思考における束・群構造の発

生と発達に関する研究法としてネットワーク課題による

研究法を提唱した．ネットワーク課題では，3次元（ぼ

うし，手ぷくろ，くつ）2値（赤，青，またはある，な

し）の8個の人形を立方体の頂点に配置する．そして，

ぼうし，手ぷくろ，くつの色が赤か青かの人形を用いる

とき，その立方体は束（ブ」ル）の公理をすべて満足す

ること，それらの3次元の値があるかなしかというとき

は，群の公理をすべて満足することを示した．

　さらに，それらの立方体が構成されるに至る過程を，

東では類別の構成から，群では差異（1つちがい）の認

識から出発し，徐々に構造化されると仮定される9つの

下位課題（ネットワーク課題も含めると11課題）が作ら

れた．これは，群論そのものを学習させよう　（Dienes，

Z．P．＆Jeeves，M．A．1970）とするものではなく，

Dienes，Z，P．＆Go1di㎎，E．W。（1966）のlogical

gameSを出発点にして構成されている．

　ここでは，これら11課題の実験手続きについて述べ，

さらに，5，6歳児にこの手続きで課題を解決させ，束・

群構造の発生の様相について明らかにする．

2．実験手続き

　1）実験手続き作成の方針

　束・群構造の発生と発達を研究するため，束構造に関

しては6課題，群構造に関しては，5課題を設定し，そ

れぞれの構造とネヅトワーク課題との関連については，

すでに述べた（杉原，1977）．ここでは，それらの下位

課題の実験手続きについて述べる．なお，ネットワーク

課題では，絵課題と記号課題が作られているが，これに

ついては後に一公表することにして，ここでは人形課題に

のみ限定する．

　ここでの実験手続きは，各下位課題をSsにどのよう

に課題解決させるか，その流れを示したものである．こ

ζで作成された実験手続きの特徴は，課題解決に失敗し

たときに，必ず補助課題を課し，それに成功したとき

は，もう一一度，原課題に戻って試行させる点にある．こ

れは，　Piagetらの主張するように，ある発達段階から、

つぎの段階（非保存期から保存期など）の内には中間段

階（移行期）があるという仮定の下に，補功課題によっ

て原課題の解決が促進されれば，移行期にあるというこ

とが予想され，それを明らかにするためである．もし，

補助課題によっても課題解決が全く促進されなければ，

まだ前段階に留っていることになろう．多くの補助課題

は，原課題が自発的配置（spontaneOns　arrangement）

で解かなければならないとき，内挿法（interpO1atiOn）

の形（杉原，1977）で与えられる．

　2）東構造の発生とその発達の実験手続き

　束構造の発生，その発達を研究するために用いられる

人形は，ぼうし，手ぷくろ，くつが赤か青である8個の

人形である．

　一般的な教示は．つぎのとおりである．

「ここに8個の人形があります．これらの人形は，ぼう

しと手ぷくろとくつの色が赤か青です．同じ人形は1つ

しかありません．たとえば，赤いぼうしをかぷって．青

い手ぷくろをはめ，赤いくつをはいている人形は，これ

（指示する）しかありません」

　この一般的教示にひきつづき，図1～6の手続きで実

験される．Ssの年令段階によってどの下位課題から実

験を始めるかは決定され，原則として，完全に解答不能

になったつぎの下位課題まで実験は進められる．それ

は，下位課題の順序性はあくまでも仮説的なものである

からである．

　3）群構造の発生とその発達の実験手続き

　群構造の発生とその発達を研究するために用いられる

人形は，ぼうし，手ぷくろ，くつがついているか，いな

い8個の人形である．

　一般的な教示は，つぎのとおりである．

「ここに8個の人形があります．これらの人形は，ぼう

しと手ぷくろとくつをつけているところと，つけていな

いところがちがいます．同じ人形は1つしかありませ

ん．たとえば，ぼうしをかぷって，手ぷくろをはめない

で，くつをはいている人形は，これ（指示する）しかあ
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図1　L－1－D－S（類別課題）
鯛11圧］

②「どうしてそうわけましたか」

　　　　　○のとき1＼。のとき
　　　　分け方を考疋て，2つに分　　④「こっち（⑧。。⑬）の人形はどこ

　　　　泌＞Xのとき　が似ていま芥×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　②へ　　　　・t・p　　　　　　　　　　　　③へ

①燃「ここにある8個の人形を，似ているものどうしあつめて2つの仲間をつくり，ここ④とここ⑬に入れなさい。

　4つずつ人形が入りますd

　　　　○のとき一1、。のとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崇崇
L－1－D－I

す

べ
て

青

．垂

美
す

べ
て

赤

⑤「この人形と似ている人形をこち

　ら④に入れ，この人形と似ている

。のときレ人くニニ？ζ入れてくださ～
　　　↓

　　①へ
xのと！はゆ

L－1－D－I

娃美糾：よ

⑥「この人形とこの人形に似ている人形をこちら④に入れ，これとこれに似

ている人ζ二：ニヅく㌧×のとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　・t・p
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xのときstop
（図1の脚註）

蝶　Lはlattice（束）構造の課題であることを示す。L－1は束構造の1番目の最も単純な構造の下位課題であることを意

　味している。

　　DはdoH（人形）を用いる課題であることを示す。

　　Sはspontaneousarra㎎ement（自発的配置）をさせる課題であることを示す。

榊　　IはinterpoIation（内挿）法の課題であることを示す。

榊　①，②……の数字と矢印は，この順序で実験が連められることを示す。

　　○は正答，×は誤答を指す。

図　1

りません」

　この一般的教示にひきつづき，図7～11の手続きで実

験される．実験を始める下位課題と終える下位課題の決

め方は束構造のそれと同じである．

3．東・群構造の発生に関する実験

　1）　目的

　思考や概念の発生を問題にするとき，一方では対象の

類似性について，他方では対象の差異についての思考や

概念があることは古くから知られている．たとえば，

B七hler，K．（1922）は，数概念の発達で，一方では直観

的な集合の認知から始まり，　「一対」　「3つ」　「4つ」

の認識を経て，より多数の群（群論の群とは異なり，ク

ラスと同義）の認知に至り，他方では，数唱の反復模倣

から始まり，系列をなす活動の同一性の理解を経て，系

列を1つの全体として認識すると述べている．前者は類

似性を基にした数概念であり，後者は差異を基にした数

概念である．Buhlerによると，この2つは別々に発生

し，独立に発達するという．
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L－2－1－D－I（マトリックス課題）
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1

美垂

垂
　　　　○のとき

②「どうしてこの人形を入れました

か・／＼
　　○のとき　　×のとき

　2，3へ③「これ④とこれ⑮はど

　　　　　こが似ていますか。こ

　　　　　れ④とこれ⑪はどこが

　　　　　似ていますかd
　　　　　　　　へ
　　　　　　　O　　X
　　　　　　　｝　　　　　　　　2，3へ

美

垂美

①「ここ④には赤いぼうし，赤いてぷくろ，赤いくつの人形が入っています。

　ここ⑬には赤いぽうし，青いてぷくろ，青いくつの人形が入っています。

　ここ◎にはぼうし，てぷくろは赤で，くつは青い人形が入っています。こ

れをよくみて・ぐ人形を入れたらよいでしょうか■

　　　　　　　　　　　　Xのとき
④「④と⑮，⑬と◎の人形の似ているところをよくみてください。どこが似

ていますか・　／＼＼
　　　2つとも○のとき　　　　　　　　×（○×）のとき

⑤「ではもう1タ1ぐって下さい・⑥「④と帥ヱうしはどちらも赤で

○のとき

②へ

①’「こんどはこういうように

人形がおいてあります。これ

をよくみて⑬にどの人形を入

れたらよいでしょうか■

②似下は1と同じ。

図3　L－2－2－D－S（2重分類課題）

×がくりかえして2度目も×のときはそこでstop

×のとき

2，3へ

丑

すね。⑮と◎のてぷくろはどちら

も青ですね。そのことをよく考え

て⑪に正し．い人形をおいてくださ

い1　／＼
　　○のとき　　×のとき

　　　②へ　　　2，3へ

垂

垂

①「この8個の人形を，似ているものどうし集めて4つに分けてください。④と⑬もどこか似ているように，④と⑪

　もどこか似ているようにおいてください■

　　　　　○めとき

　　　うしてこう分けましたか■

　　　　　○のとき11＼。のとき
　　　の分け方然えてくださ～④「④の2つの人形はど
　　　○のとき　　×のときstOp　　　　こが似ていますかd
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　O

⑤「⑮の2つの人形はどこが似てい

ますか・　　／

　　　　0のとき

⑥「では，④と⑬にはどんな人形が

入っていますか■／

　　　　○のとき

⑦「④と⑪にはどんな人形が入って

いますか・■＼

　　○のとき　　Xのとき

　　　②へ　　　③へ

Xのとき

③へ

Xのとき（「別の分け方」で×のときはstop）

L－2－2－D－I

義

垂

垂

垂
×のとき

③へ

Xのとき

③へ

　　　　⑧「ここに，これらの人形が入っています。こ

　　　　　れをよくみて残りの人形を1つずつ入れなさ

　　　　　～　／／＼
　　　　　　　○のとき　　　　　×のとき

　　　　　　　②へ　　⑨「④と⑮の人形はどこが似て

　　　　　　　　　　　いますか。④と⑪の人形はど

　　　　　　　　　　　こが似ていますかd

　　　　　　　　　1＼　　　2つとも○のとき　　　　　X（○×）のとき

⑩「ではもう1度⑧をやって下さい」　　stop
　　○のと《＼。のとき

　　　②へ　　　③へ
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図4
L－3－D－S’（2つ輪ベン図課題）　　　　　　　　　　④　　⑭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛11⊂o

①耽1㌶少⑬には㍗くつの人形を入れなさ；二11回くりかえす）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤誤った人形について
　　　　p　q　　　　　　　・これはO○がO○だからここには入らないでしよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう1度やり直してくださいd　　　　　　　　口∩す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3回連統　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○のとき
　　　　P∩q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②へ　　　×のとき

②㌦㍗買夕は竺孤〕ま帆　　　岬
　　　　　　　　　　④「p（q〕の人形はどこが似て

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　いますかd

③、ぶ肌は押）41リ1帆
　　　　　　　　OXとも
④「こんどは④には青い手ぷくろの人形を，⑬には赤いくつ

　の人形を入れなさい■

図5　L－4－D－S’（3つ輸ベン図課題）

一、＆。

①「⑧には青いぼうしの人形を入れ，⑮には赤いてぷくろの人形を入れ，◎には青いくつの人形を入れなさい■（2

　回くリかえす）

　　　　　　　　○のとき
②「④，⑭，◎には（指示）どんな人形がありますか。

　またp∩q，（P∩r）　　　　　　　　　∩r，P∩q，PUq，

　p∩す∩ヱ，にはどん　　　　　　　　2回目は省く

ますか1　／＼＼
　　　　○のとき　　　　　　　　　×のとき

③「こんどは⑧には赤いぽうし　④「各Cel1の人形は

　⑬には青いてぷくろ，◎には　　　どこが似ています

青いくつの人形を入れなさい・か■1

　（2回くりかえす）　　　　　　　O×とも

　　　　　　　　　　　　　　③、

　　　　　　　　×のとき

⑥誤った人形について

　「これは○○とOOが○○と○○だからここには入ら

　ないでしょう。もう1度や1）直してください■

。のと／ふ続．

②へ　　×のとき

　　　　stoP
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図6　L－5－D－S（ネットワーク課題）

使用台紙

①「この8個の人形の共通点に注目して，あるきまリによってこの立方体の頂点に人形を置くと，この8個の人形は

きちんと然ヅで遡竺鴛して人形を置いてくださ～

②「ニニ1汽二さ1に置きましたかd

stoP ③「この面の人形はどこが

　似ていますかd

　　　　■＼　○のとき　　×のとき

　　②へ　　　stoP

L－5－D－I
◎　◎

、拙、
垂箏丑

　と人形を置き，

④「残りの4つの頂点に正しい人形を置いて下さい。考え方は上と

　同じで，人形の共通点と立方体の面に注目してやってください■

　○のとギ1＼。のとき
　　②へ　　　⑤「④，◎，◎の人形の共通点はなんですか。ま

　　　　　　　た◎，◎，θの共通点はなんですか■
　　　　　　　　　　　　　　1、、、　　　　　　　　　　　○のとき　　　　　　　×のとき

　　　　　　⑥「もう一度考えてやってくだ　　stop

　　　　　　　さい・’／＼
　　　　　　　　○のとき　　×のとき

　　　　　　　　　②へ　　　stoP

図7 G光一1－D－S（1つちがい課題） 使用台紙④⑮◎⑪．’⑭⑤◎⑪

丑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　（ぽうし，手ぷくろ，くつ，すべてなし）の人形を台紙の左端④の○の上に置き，
　　　　　　　　　　　　　　一

①『この人形と1つだけちがう人形をここ（すぐ隣リの○⑮）に置き，またこれ⑬と1つだけちがう人形をここ◎に

　置き……というように，1つちがいで＝全部の人形をつぎつぎに並べてください■

　　　　　　　　○のとき！’’　＼。のとき
②「（隣りあった2つの人形を指示し）これとこれはど　③「（まちがえた人形を指示し）これは○○と○○（と

　こがちがいますかd　　　　　　　　　　　　　　　　○○）の2つ（3つ）がちがうでしょうdと指摘し，

　　（r，一s，tについてきく）　　　　　　　　　　　　　　「もう1度やり直してください」
　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　1！！＼、
　　　　　　　　O×とも　　　　　　　　　　　　　　　　Oのとき　　　　　　　×のとき

　　　　　　　　sto・　　　　　　つぎつき＞すくめる　　③へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべてOのとき　　×のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②へ　　　　　③へ
（連続3回まぷがえたら）

瑞Gはgroup（群）構造の下位課題であることをポす。他の記号は図1と同じ。
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図8　G－2－D－I（4人組課題）

1、条

　　　　委・

2
　　　　条

　　　　垂

使用台紙く＞

　　　　3義

　1のように人形をおき，

①「④はぽうしも，てぷくろも，くつもつけていない人形，⑬はぽうしだけつけている人形，◎は手ぷくろだけつけ

　ている人形です。これ④とこれ⑮，これ⑧とこれ◎は1つちがいですね。ではここ⑪のところに，これ⑬からも1

つちがいでこれ◎ニニllヅ×のとき

図9

②「どうい少ぐこの人形を置きましたか■
○のとき

2，3へ

　　　　Xのとき

③「⑬と⑪はどこがちがいますか。◎

　と⑪はどこがちがいますか。」
　　　　　“
　　　　○×とも

　　　　2，3へ

G－3－D－S（めがね課題）

④「これは⑬（or◎）とO○と○O（とO○）の2つ（3つ）

　がちがうでしょ㌔と指摘し，「もう1度やリ直してく

ださい・　　／＼

　　　　　○のとき　　Xのとき

　　　　　②へ　　　④へ
　（連続3回まちがえたら2，3へ）

⑮　　①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用台紙④抽⑪

④に丑（すべてなし）の人形1お1　　　◎◎

①「1つち州で⑬ニソぎ㌣を豆㌶llち州を指摘されて

　　　　○のとき　　　　　　　　　　　　　　×のとき

②「どういうふうに考えて1つちがいの

　人形をみつけましたかd
○のとき‘1＼、。のとき

　stop　　③「⑮と⑪，◎と⑪，⑪

　　　　　　と⑭はどこがちがいま
すか・／＼

○のとき

②へ

Xのとき

stoP

　　と人形を置き，

④「残リの4つの頂点に正しい人形を置いてください。考え方は前と同

じで1ジがぐを置いてください■
○のとき　　　　　　　×のとき

②へ　　⑤「④と◎，◎と◎，◎とθの人形はどこがちがいます

　　　　　か・　　／／＼
　　　　　　　　　○のとき　　　　　　　　　×のとき

　　　　⑥「もう1度考えてやってください■　　stop
　　　　　　　　1＼　　　　　○のとき　　Xのとき

　　　　　　②へ　　　・t．P
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G－4－D－S（ドミノ課題）　　　　　　　　　　　　　　④◎⑭◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用1紙口工1

　　丑
　　　（すべてなし）の人形を④に置き　　　　　　　　⑬⑪①⑪

①「1㌃！き㌻ギ㍍鮒
②「どういうふうに考えて1つちがいの

　人形をみつけましたか■
○のとき／＼・のとき

　stop　③「④と⑭・⑭と⑪・⑪

　　　　　　と①はどこがちがいま
　　　　　　すか・／＼

　　　　　　○のとき　　×のとき

　　　　　　　②へ　　　st・p

G－4－D－I

87

天④

圭垂．羨と人形を置き，

◎　◎　θ
④・馴の・つの頂点に正しい人形を置いて／ださへ考え刑ま前と同

ニニ1；米ニニ：1ださ～

②へ　⑤・④と◎，◎とα◎とθの人形はどとがちがいます

　　　　　㌫とき／イ＼×のとき

図11　G－5－D－S（ネットワーク課題）

⑥「もう1度考えてやってください■
　○のと《＼・のとき

　　②へ　　　st・p
　　　　　　　　　　真

stoP

①「この8個の人形のちがいに注目して，あるきまりによってこの立方体の頂点に人形を置くと，この8個の人形は

　きちんと立方体に位置づけることができます。となリどうし1つちがいになるように人形を置いてくださいd

。のとき／＼＼鴛2㎝3ち柳を指摘され1

②「どういヅ考く人形を置きましたか■

○ニニき③。、，、㌃へいくと，人

　　　　　　形はどのように変わリますか■
　　　　　　　　・；二き■㌃よき

G－5－D－I

　　　◎条芥

　　と人形を置き，

④「残リの4つの頂点に正しい人形を置いてください。考え方

は前と同じジ2ぐで人形を置いてくださいd
○のとき

②へ

　　　　×のとき、

⑤「④と◎，◎と◎，◎とθの人形は一どこが

　ちがいますか■

○のとき1＼・のとき
⑥「もう一度考えてやって　　stop

ください〉＼

　○のとき　　×のとき

　　②へ　　　・t・p
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表2　群構造の下位課題の結果

下位課題　i・仙・i G－2－D－I

㌧＼＼一＼1

　　　　　男5

児
　　　　　女

　　　　　男6

児
　　　　　女

6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

＊＊◎（1）

　◎（1）

　◎（2）

　　X
　○（4）

　×

○（6）

○（5）

◎（2）

O（4）

◎（1）

　X

◎（1）

O（9）

　X

◎（1）

O（3）

○（4）

◎（2）

　X

＊1

◎（2）

O（3）

◎（2）

　×

○（3）

　X

O（3）

○（4）

O（3）

　×

○（3）

O（3）

　×

　X

○（4）

◎（2）

○（3）

◎（2）

◎（0）

　X

◎（1）

◎（O）

　X

　×

◎（O）

　X

O（3）

◎（2）

O（3）

O（3）

O（3）

◎（0）

◎（2）

　X

◎（O）

◎（2）

◎（O）

◎（2）

◎（0）

　X

◎（O）

◎（2）

◎（0）

　X

◎（4）

　×

○（3）

◎（2）

O（3）

◎（O）

　×

◎（O）

○（3）

　×

◎（O）

O（3）

◎（O）

◎（1）

◎（0）

　×

し・一ひ・i

○（4）

　×

　X

　×

O（4）

　×

O（？）

O（？）

O（？）

◎（1）

　X

O（？）

◎（1）

O（？）

◎（！）

◎（1）

叫叶

O（5）

O（？）

X
×

○（7）

O（？）

　×

　X

O（？）

G－5－D－S

○（？）

×

X

X
×

（表1の脚註）

＊①，⑤等の数字は図1および図3の実験手続きのフローチャートの数字に対応する．

＊巾　1，2，3は図2の3問に対応する．
＊＊＊xは誤答または解答不能を，Oは正答を示す．空欄は課題を実施していないことを示す．

＊＊＊＊（X）は，④で2次元についてそれぞれ類似性を正しくいえたのに，マトリックス課題を解けなかった

　ことを示す．

　　　（O）は④で正答したあとマトリックス課題を正しく解いたことを示す．

（表2の脚註）

＊1，2，3の数字は図8の3問に対応する．
＊＊　×は誤答または解答不能を示す．

　　○（3）は3回やり直し（修正）してとにかく人形を正しく置いたことを示す．

　　O（？）はやり直しが多くて，数えられないくらい試行錯誤をくりかえしたあとで，とにかく人形を正

　しく置いたことを示す．

　　◎（）は，0または1または2回の修正で正答に達し，当該課題を解けたとみなされたことを示す．

　　空欄はその課題を実施していないことを示す．

　イ）束構造の発生について

　L－1－D－S（類別課題）

　この課題は3次元2値の人形を1つの次元について分

類する課題である．つまり，1つの属性を抽象し，他の

2つの属性を捨象して分類することが要求されているわ

けである．また，1つの分類をしたあとで，分類基準を

変更して分類できるか否をも重要である．

　表1の結果をみると，つぎのような諸点が指摘でき
る．

　①でできているのは2名しかいない．これは自発的に

抽象することがこの年令段階ではきわめてむずかしいこ

とを示している．しかし，⑤・⑥のような下位課題で

は，18名中10名のものが分類できる．つまり，分類の手
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名だけであり，修正数2まで許容しても，3問とも正解

したのは2名で，一応解答できたと思われるものは2名

である．

　ここでの誤りの原因は「そのままにしておく」ことが

できないためであるだけでなく，1つちがいを2つの方

向から同時に考えることができないためと思われる．た
とえば，1の解答として亥をおく，ここではぽうし

は，⑮からはそのままにされているのであるが，◎から

は手ぷくろがそのままにされていない．つまり，1つの

「そのままにしておく」ことはできても，2つの「その

ままにしておく」ことを同時に考えることはできないか

らだと思われる．

　これはちょうど，この年令段階の子どもは，L－2－

1やL－2－2の2次元分類課題で2つの次元を協応さ

せることがきわめて困難であったことと同じように，差

異の認識でも，2つの差を協応させることはむずカ・しい

ことを示しているといえよう．

　なお，Nα12とNα15のSsは，G－1でできなくてG－

2の2，3ではできている．これは，G－1やG－2の
1で1つちがいを学習したためかもしれない．

　G－3－D－S（めがね課題）

　めがね課題では，8個の人形全部を使う点，内挿法で

はなく，自発的配置による課題である点，および1つち

がいを3つの方向から同時に考えなれけばならないとこ

ろが2個所（4人組課題が連結されているところ）ある

点が，G－2－D－1（4人組）課題とは異なってい

る．それだけこの課題はより構造化されたものであると

仮定される．

　表2から明らかなように，修正なしで正答し走ものは

いないが，修正数1で8個の人形を正しく置いたものが

4名いた．他の課題では年令差がなかったが，この課題

の正解者はすべて6歳児である点は注目される．

　G－1，G－2，G－3……G－5となるにつれて，
ばなばらな差の認識が1つのまとまり（群構造）をもっ

てくるという仮定があった（杉原，1977）．しかし，Nα13

とNα16のSsはG－2で試行錯誤的に人形をおいていた

のに，G－3では正解している．これは，G－2よりG
－3がより構造化されている課題であるという仮定と矛

盾する．G－2のところで述べた理由の他に，G課題で

は1つちがいという変換のみで，人形をおけばよいので

このような矛盾が生じるのかもしれない．事実，表ユの

○（？）のSs，O（4）のSsのようにとなりの人形と

見くらべるだけで，多くの試行錯誤をくりかえしながら

ついには，すべての人形を正しく置いたものが7名もい

たのである．いずれにしても，群課題の系統性について

は今後検討を要する聞題である．

　G－4－D－S（ドミノ課題）およびG－5－D－S

（ネットワーク課題）

　G－3－D－Sでは，1つちがいを3つの方向から同
時に考慮しなれけばならなかったところが2個所であっ

たが，G－4－D－Sでは4個所，G－5－D－Sでは
8個所ある．これはもはや1つちがい（差異）の認識の

単なる寄せ集めでは解けない課題であると思われる．つ

まり，思考がかなり構造化され，ネットワーク課題では

群構造を理解できるようになって初めて解くことができ

ると仮定される．

　事実，試行錯誤的にすべての人形を正しく置いたもの

が，G－4で5名，G－5で1名いたが，そのストラタジ

ーはある人形を置いてみて，だめなら次の人形を置いて

みるというやり方であった．また，②の言語化でもとな

りの人形とのちがいを指摘するのみで，予備実験でみら

れた大学生のように，変換の規則性（ある方向は同一の

変換することなど）には全く気づいていない．

　群構造（差異の認識）の発生について要約するとつぎ

のようになる．

　1つちがいの認識は，5・6歳児ではかなりむずかし

いが，試行錯誤（修正）のあとでは，経験的に差の認識

ができる．この年令段階の子どもたちの差の認識を妨げ

ているものは，他の属性をそのままにして，ある属性を

変換させる（ぼうしをカ）ぷる，くつをぬぐなど）ことが

できない点にあるようである．とくに，　「ある状態をそ

のままに保って」ということができないのである．さら

は，ある属性の変換を2つないし3つの方向から同時に

考えること（G－2以降の課題）は，きわめて困難であ

る．これはちょうどクラス（類）の認識で，1次元の分

類はできても2次元分類はほとんど不可能であるという

結果に類似しているといえよう．

　　　　　　　　　　引用文献

Dienes，Z．P。，＆Go1ding，E．W．！966Leaming
　1ogic；Logica1games，O．C．D．L，

Dienees，Z．P。，．＆Jeeves，Ml．A．1970　The　effects

　of　structura1re1ations　on　t工ansfer．　Hz〃c1－6〃80η五∂〃一

　Cα左60〃α6．

F1aveu，J．H．1963．The　Deve1opmenta1Psycho1ogy
　of　Jean　Piaget，D．Van　Nostrand　Company，Inc．

Piaget，J．，＆Szeminka，A．1941La　gen6se　de　nom－

　bre　chez　I’enfant，De1achaux　et　Niest16（遠山啓・銀

　林浩・滝沢武久訳　数の発達心理学　国土社　1962）

杉原　一昭　1976子どもの発達と学習内容の構造
　　現代教育心理1V　明治図書

杉原　一昭　1977論理的思考における束・群構造の発

　生と発達に関する研究一（1）方法東京教育大学教育
　学部紀要　24，109－116．

　　　　　　　　　　　　　　一1979．10．15．受稿



92 ~~ ~~ )~ ~~ JL' ~} ~: h~T y'* ~j~2~~~ ~ 

SUMMARY 

Studies in Genetics and Development of Lattice-Group 

Logical Thinking.- (2) Experimental Procedures and 

Lattice-Group Structures. 

Structures in 

Genetics of 

Kazuaki Sugihara 

The auther (1977) proposed a new metho-
dology and ta ks - network tasks - in order to 

study lattice - group structures in logical thin-

king. 

In this paper, experimental procedures of 

these methools are reported concretely (Fig. 1-

11). It is hypothesized that origins of logical thin-

king consist of two aspects - one is generated 

from children's cognition about class of objects 

and another about diffrences of objects. Also, it 

is hypothesized that the genetics of cognition 

about class of objects is tested by subtasks of 

the lattice structure I proposed, and genetics of 

congnition about difference of objects is tested 

by subtasks of group structure. 

40 kindergarten children (5 and 6 yrs. old) 

were tested by giving them such subtasks. 

The results suggest tllat it is very difficult 

for thenl to recognize class and difference of 

objects, because only half of Ss could solve classi-

fication task and one-difference task. It was 
nlore difficult for them to recognize two classes 

and two differences simultaneously because they 

could not solve double - classsification task. 

Some causes of such difficulties are discus-

sed. 


